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咽 び泣 くオ デ ュ ッセ ウス

デモ ドコスの歌につ いての若干 の考察

丹 下 和 彦

はじめに

トロイ ア戦 争 を 戦 った 戦 士 た ち は 英雄(ヘ ロス、 ヘ ロエ ス)と 呼 ば れ る。 『イ リア ス 』 第2

歌 に言 う、 「軍 神 ア レス に仕 え るわ が ダ ナ オ イ軍 の 勇 士 た ち 加 ωεg△ αりαoξ よ」1)(12.

llO)と 。 英 雄 とは一 言 で 言 って 強 い男 で あ る。 瞥 力 に お い て も胆 力 に お い て も。 キ ケ ロは ピ

ロ クテ テ スを 論 じる際 に 、 強 い 男 の条 件 と して 「強 い 意 志 、 毅 然 た る態 度 、 忍 耐 、 こ の世 の 出

来 事 へ の と らわ れ を 捨 て る こ と」 を 挙 げ た2)。 これ は キ ケ ロ風 の 英 雄 観 とみ て よい。 こ こで は

瞥 力 の強 さは 挙 げ られ て い ない が 、 そ れ は 戦 士 に は あ ま りに も当 然 な も の と して 略 され て い る

とみ な して よい で あ ろ う。

と こ ろが こ の強 い は ず の英 雄 が 、 実 は よ く泣 くので あ る。 ピ ロ クテ テ スは 毒 蛇 に 咬 まれ た 傷

の痛 み に 耐 え か ね て 号 泣 を 発 し、 ゆ え に キ ケ ロか ら 「強 い 男virfortis」 に非 ず と非 難 され た3)。

ヘ ラ ク レス で さえ ネ ッン ス の 毒 血 に よる 断末 魔 の 苦痛 に 絶 叫 した の で あ る4)。 同 じ く トロイ ア

で の英 雄 で あ るア キ レ ウス も泣 く。 『イ リア ス 』 冒頭 で愛 妾 ブ リセ イ ス を ア ガ メム ノン に 奪 わ

れ た アキ レウ スは 、 そ の屈 辱 と怒 りの思 い を 母 テ テ ィスに 泣 い て 訴 え る(1.1.349、357)5)。

た だ しこ の場 合 は ピ ロ クテ テ スや ヘ ラ ク レス の よ うに 肉体 の傷 の痛 み に 泣 くので は ない 。 言 っ

て み れ ば 心 の傷 の痛 み に 泣 くので あ る。 い ず れ に して も毅 然 た る態 度 また 忍 耐 に 欠 け る行 為 と

い う点 で は 同列 で あ る。

オ デ ュ ッセ ウス も また 泣 く6)。 カ リ ュプン の 島 で は 故 郷 恋 しさに 海 岸 へ 出 て不 毛 の 海 を 眺 め

なが ら涙 を こぼ す(04.5.82、156～58)。 イ タ ケへ 帰 着 し、 息 子 テ レマ コス と再 会 した と き

も涙 を 流 す 、 「そ れ ま で は じっ と耐 え て き た涙 を 、 頬 を伝 わ らせ て 地 上 に落 した 」(04.16.

190～91)7)。 望 郷 の 涙 あ り、 再 会 の 感 涙 あ り とい う と ころ だ が、 この外 に もオ デ ュ ッセ ウ スに

は 涙 を 流 す と こ ろが い ま一 つ あ る。 そ こで 流 され る涙 は 彼 の ど の涙 と も違 うよ うに 思 わ れ る。
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また 、 彼 以 外 の英 雄 の涙 、 アキ レウ ス のそ れ 、 あ るい は ピ ロ クテ テ ス のそ れ と も また 異 質 で あ

る よ うに 思 わ れ る。 そ れ は オ デ ュ ッセ ウ スが アル キ ノ オ ス の宮 廷 で 流 す 涙 で あ る。 そ れ を い ま

少 し詳 し くみ て み た い 。 そ れ は 他 の涙 と ど う違 うのか 。

1.オ デ ュ ッセ ウ ス 、 泣 く

『オ デ ュ ッセイ ア』 第8歌 に 、 オ デ ュ ッセ ウ スが2度 涙 を 流 す 場 面 が あ る。1度 は 、 アル キ

ノ オ ス王 の宮 廷 で の宴 会 の席 上 、 楽 人 デ モ ドコ スが トロイ ア の勇 士 の功 業 を 歌 った 際 で あ る。

そ れ は 「当 時 そ の 評 判 が 広 大 な天 に も届 い て い た 物 語 の一 節 」(侃8.74)で 、 オ デ ュ ッセ

ウ スが さ る宴 席 で アキ レウ ス と激 しい 口論 を 演 じ、 そ れ を 見 た ア ガ メ ム ノン が 心 中 ひ そ か に ほ

くそ 笑 む とい った 話 で あ った8)。 は か らず もオ デ ュ ッセ ウス は 、 自分 のか つ て の行 状 を物 語 化

され た 話 の中 で 聞 くこ とに な る。 そ して 彼 は 泣 くので あ る。 そ の時 の様 子 は 次 の よ うに 描 写 さ

れ て い る 、 「高 名 の楽 人 は 、 こ の よ うな物 語 を うた った が 、 オ デ ュ ッセ ウス は紫 色 の大 きい 外
かぶ

衣 を 逞 しい 手 で つ か む と、 頭 か らす っぽ りと被 り、 端 麗 な顔 を 隠 した 。 パ イ エ ケ ス人 の手 前 、

眉 の下 か ら涙 を こぼ す のを 恥 じた か らで 、 至 妙 の楽 人 が うた い や め る ご とに 、 涙 を 拭 って 外 衣

を 頭 か ら外 し、 把 手 二 つ の盃 を 手 に取 っ て は、 神 々へ 酒 を 献 じて いた 」(04.8.83～89)と 。

こ の涙 は 誰 に も気 づ か れ る こ とは なか った が 、 唯 一 人 隣 りに 坐 って い た アル キ ノ オ ス王 のみ が

これ に 気 づ き、 悲 しみ の涙 と見 て 取 った が 、 そ の心 中 を 思 い 遣 るか の よ うに 一 同に 宴 会 を や め

て 戸 外 で 運 動 競 技 に 興 じる よ う提 案 す る。これ が第 一 の涙 の場 で あ る。そ れ に して も なぜ オ デ ュ

ッセ ウ スは 泣 い た のか 。

二 度 目は 戸 外 で の運 動 競 技 を 終 え た 日暮 れ ど きで あ る。 も う一 度 アル キ ノ オ ス王 の宴 席 に 連

な った オ デ ュ ッセ ウ スは 、 楽 人 デ モ ドコ スに 自 ら声 を か け 、 先 ほ ど の歌 い ぶ りを 誉 め た あ と、

今 度 は 己 の希 望 す る歌 を 注 文 す る。 「エ ペ イ オ ス が ア テ ネ の お助 け を 得 て 作 り成 し、 名 に 負 う

オ デ ュ ッセ ウ スが 、 後 に イ リオ スを 陥 れ た 将 兵 を そ の腹 中 に 潜 ませ 、 敵 を 欺 く罠 と して 敵 の城

内に 運 び 入 れ た 」(04.8.493～95)あ の木 馬 の物 語9)で あ る。 これ を 受 け て デ モ ドコ スは 、 注

文 通 りオ デ ュ ッセ ウ ス の一 隊 が す で に トロイ ア の広 場 に 在 って 、 木 馬 の腹 中 に 潜 ん で 待 機 して

い る と ころ か ら歌 い 始 め 、 「楽 人 は さ らに歌 い 続 け て 、 ア カ イ ア の 子 らが 、 そ の潜 ん で い た 木

馬 の腹 中 を 抜 け 出 し、 次 々に 木 馬 か ら躍 り出て 、 町 を 破 壊 し尽 す 有 様 、 また アル ゴ ス勢 が 思 い

思 い に 各 所 に 散 って 険 しい 城 市 を 荒 ら し廻 り、 さ らに は オ デ ュ ッセ ウ スが 軍 神 ア レス の如 き勢

い で 、 神 と見 紛 うメ ネ ラ オ ス と共 に 、 デイ ポ ボ ス の屋 敷 に 向か った こ と、 こ こで 世 に も凄 ま じ

い 激 戦 を 敢 え て 挑 み 、 心 宏 き ア テ ネ の神 助 に よ って 、 遂 に 勝 利 を お さめ た こ と な どを 語 った 」

(04.8.514～20)。

こ の、 そ れ で も って ほ とん ど トロイ ア の死 命 を 制 した 観 のあ る 自 ら の計 略 と奮 戦 ぶ りを 聴 い
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たオデュッセウスは、 しか しまたもや涙を流 し始める。勝ち戦における自らの華々しい活躍が

歌い上げられているのにである。 しかもその泣き方が尋常ではない。その様子は比喩を使って

次のように描写 されている。「高名の楽人はこう歌ったが、オデュッセ ウスは打ち萎れて、瞼

に溢れる涙は頬を濡らした。そのさまは、己が町己が子らを、無残な敗戦の目に遭わすまいと、

祖国と同胞の見守る前で戦って討死に した夫にすが り泣き伏す妻の姿を見るよう、断末魔の苦

しみに喘 ぐ夫の姿を見るや、その傍らに崩おれてよよと泣 く、それを敵兵たちが、背後から槍

で背と肩とを打ちつつ、苦役と悲歎の待つ隷従の日々へと曳いてゆき、女の頬は世にも憐れな

悲歎のうちに、やつれ青ざめる それに劣らず悲 しげに、オデュッセウスは眉の下から涙を

こぼ した」(04.8.521～31)と いうのがそれである。泣 くだけでもその真意が量 りかねるの

に、この泣き方の異常さはどうであろうか。勝利 した側の将が、敗軍の将の妻がその悲惨な身

の上を嘆いて泣 く、それと同質の涙を流 したとい うのである。これは尋常な泣き方ではない。

そ してまたこれは、異郷にあって故郷恋 しさに流す望郷の涙ではない し、またようや く故国に

帰 り着き息子テレマコスとの再会を喜ぶ感激の涙でもないことはもちろんである。

この涙に気づいたのはまたもやアルキノオス王一人だけである。今度は彼も不審感を抑えき

れず、一座の面前で涙の理由を明かすよう、そ してまたなによりもその身分を明らかにするよ

うオデュッセウスに要請する。オデュッセウスはこれを断 りえず、身の上を明らかに した上で

来 し方の長い漂流謳を物語る運びとなる。

以上が作中でもことに特異な 〈オデュッセウス泣きの場〉である。

2.な ぜ泣 くのか

最初の涙は、 トロイア攻めのさなか自分がアキ レウスと論争 したことがあったのを、デモ ド

コスが歌 うのを聞いて流 した涙である。この逸話は、この箇所以外に触れられたことがなく、

詳細は不明である。ただ しか しこの歌物語の内容がオデュッセウスに格別に精神的にも肉体的

にもダメージを与えたようには思われない。つまり彼を泣かせる具体的な理由は、わた したち

にはみつからないのである10)。

二度 目の涙は木馬の計略の条 りを聞いたときに流されたものであった。このときは自ら聞か

せて くれとデモ ドコスに所望 した演 目であった し、またそれはギリシア軍の勝ち戦の模様を歌

ったものであった。ここにもまたわた したちは彼の涙の格別な理由を見つけることは困難であ

る。なぜオデュッセウスは泣いたのか。 しかも二度も。

わた したちと同様に涙のわけをいぶか しがるのはアルキノオス王である。彼は満座の中でた

だ一人オデュッセウスの流す涙に気づいていたが、二度 目についにいたたまれずその理由を問

い質すことになる。わた したちは涙を流 している男がオデュッセウスであることを知っている。
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トロイアで10年 間苦労 したのちさらに10年 間諸方を放浪 し歩いている身であることを知ってい

る。アルキノオスはそれを知らない。彼が知っているのは、この男が己の領地へたった一人で

漂着 した流れ者であるとい うことだけである。名前もまだ明らかにされていない。その男が ト

ロイア戦争を歌 う物語を聞いて涙を流 した。アルキノオスはまず身の上を明かすようにと要請

する(こ の点はわた したちにはすでに明白である)。そ して、 トロイアにまつわる歌を聞いて

涙 した ところから、自らの推測を交えつつその理由を質す、「そなたの姻戚でどなたか優れた

お人がイ リオス城下で討死にされたのか。〈略〉あるいはまたそれは、そなた と心の通い合 う、

立派な戦友でもあったのか」(04.8.581～85)と 。あとの問いはわた したちの疑惑 とほぼ一

致する。わた したちも、この男がオデュッセウスと知った上で、なぜ彼は トロイアにまつわる

物語を聞いて、 しかも自ら所望 した木馬の計略の場を聞いてあのように激 しく泣 くのか知 りた

いからである。木馬の計略は、 トロイア攻略に画期的な功績として自他ともに認められたもの

であった11)。しかしオデュッセウスはこの自らの戦歴を飾る勲功を涙で受け容れるのである。

しかもその泣き方が異様である。艶れた敗軍の将の妻女が死せる夫とあとに残されたわが身の

悲運を嘆 く、そのように激 しく泣 く理由はなになのか。アルキノオスは、身内の者かあるいは

親 しい戦友を戦闘で失ったからではないかと推測する。これは半ば当 り、半ばはずれている。

木馬の腹に潜んでいたアカイア勢の何人かは戦闘で命を落 したであろうが、彼らは格別オデュ

ッセウスの身近な存在であったとは思われない。そ う思わせる記述はない。彼が誰か しら味方

の者の死を悼むとしても、あれほどの激 しい泣き方はどうもふさわ しくないのである。

オデュッセウスに関 してアルキノオスよりも情報量の多いわた したちの思惑はさて措 くとし

ても、上のアルキノオスの要請 オデュッセウスの身の上を明かすことと、涙 した理由を明

らかにすること は しごくもっともなことである。そ してわた したちも涙のわけだけは聞き

たいのである。ところがオデュッセウスは、請われて身の上は明らかにする(04.9.16ff.)

が、流 した涙の訳は一切語らない。身内か戦友を亡 くしたからではないかとい うアルキノオス

の推測も黙過 したままである。名前を名乗 り生れ在所のイタカへの望郷の念を表明したあと続

けて語るのは、実はアルキノオスの要請になか った戦後の漂流謳である。「ではこれから、 ト

ロイエから帰国の折に、ゼウスがわた しの身に降された、悲惨な旅についても語らせていただ

こう」(04.9.37～38)。 頼まれもしない冒険謳をここにもち出した理由はなにか。

涙のわけを本人が明らかに しない以上、わた したちはこれを推測する以外にない。それまで

して知 りたいと思 うのは、彼の泣き方が異常であったからである。アルキノオスの推測は肯定

も否定もされず、黙過された。他にわた したちはどう推測できるだろうか。ある現代の評家は、

オデュッセウスが泣 くのは失われた同僚将兵と、勝ち戦ではあるがそれのもたらす悲 しみのゆ

えであるとする12)。これはアルキノオスの推測するところとほぼ一致する13)。ただアルキノオ

スは、この男が トロイアで勝利 した側なのか敗れた側に関係する人間であるのか判然としてい
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ないから、その涙を勝敗いずれにせよ戦 うことで傷ついた者の涙と解 している。そ うわた した

ちは解釈できる。 しか しわた したちはこの涙を流す男が勝利 したギリシァ方の人間であること

を知っている。 しかも自ら木馬の腹中に潜んで、 トロイア方に最後のとどめを刺す役割を演 じ

たのであった。勲功著 しいはずのそのオデュッセウスが自らの功を誇るどころか、激 しく泣 く。

そこにわた したちは違和感をもったのである。なぜ彼は泣 くのか。

3.涙 のわ け

本人が語らぬとあれば、わた したちもまた推測を逞 しくする外ない。二度の涙の場をもう一

度検証 してみよう。最初に涙す る条 りは以下のように描写 されている、「……やがて飽食 の欲
いさお

を 追 い は ら った 時 、詩 神 は楽 人 を 促 して 、 勇 士 ら の 功 κλξαaり δρ伽 を うた わ せ た 。 う

た った 条 りは 当 時 そ の評 判 が 広 大 な天 に も届 い て い た 物 語 の一 節 で 、 す なわ ち オ デ ュ ッセ ウ ス
いさお

と、 ペ レ ウス が 一 子 ア キ レウ ス との 争 い の物 語 」(04.8.72～75)と 。"勇 士 ら の功 κλξα

aりδρ伽"と は 、Stanfordの 言 うご と く14)英雄 物 語 の 本 質 的 主 題 と な る もの で あ る。 英 雄 同

士 の葛 藤 に 時 に 、 ア ガ メ ム ノン と アキ レウ ス のそ れ の ご と く、 涙 が か らむ こ とは あ る と して も、

こ こは そ の よ うな場 で は ない 。 少 くと も オ デ ュ ッセ ウ スに と って は 。 先 に 挙 げ た 古 注 に よれ ば 、

こ の逸 話 で は オ デ ュ ッセ ウ スは 論 争 に 勝 利 した とみ な され るだ け に な らお さ ら涙 とは 無 縁 のは

ず で あ る。 しか し10年 前 に 終 了 した トロイ ア戦 争 が す で に 物 語 化 され て 第 三 者 に 提 供 され た 場

合 、 フ ィ クシ ョン と して 聞 く聴 衆 は これ を 喜 ん で 聞 くと して も、 物 語 の素 材 と な って 作 中 に 登

場 す る オ デ ュ ッセ ウ スに は また 別 の感 慨 が あ る のか も しれ ない 。 そ の間 の消 息 を 告 げ るか の よ

うな条 りが あ る。 「しか し楽 人 の うた う物 語 に 興 の乗 った パ イ エ ケス の 領 主 た ち が 促す ま まに 、

楽 人 が 再 び うた い 始 め る とそ のた び ご とに 、 オ デ ュ ッセ ウ ス も また 再 び 頭 を 覆 って 、 悲 しげ に

坤 くので あ った 」(04.8.90～92)と い うのが そ れ で あ る。 大 事 件 を 実 際 に 体 験 した 者 に は 、

余 人 に は 知 られ え ぬ 悲 しみ や 悩 み が あ るか の ご と くで あ る。 そ れ は 、 物 語 の受 容 者 に す ぎ ない

パ イ エ ケ ス の領 主 た ちに は 追 体 験 しえ ない 原 体 験 とで もい うべ き も ので あ ろ う。 栄 光 に つ い て

まわ る悲 愁 で あ ろ う。

二 度 目に 涙 す る場 合 は ど うで あ った か 。 こ の と き オ デ ュ ッセ ウ スは 楽 人 デ モ ドコ スに 自 ら所

望 して木 馬 の 計 略 の 場 面 を 歌 わ せ た の で あ った 。 そ の 条 りを 再 録 してみ る。 「デ モ ドコス よ、

そ なた は 世 の誰 に も優 る歌 の名 人 と感 じ入 った 。 そ なた に 歌 を 教 え た のは 、 ゼ ウ ス の姫 、 ム ー

サ か 、 あ るい は ア ポ ロン で あ った ので あ ろ う。 そ なた の うた うア カイ ア勢 の運 命 ア カイ ア

人 た ち の天 晴 れ な働 き と、 彼 ら の身 に 起 った ご と ご と、 こ とに そ の数 々 の苦 難 の物 語 は ま こ と

に 見 事 κατaκ6σ μoり で あ った 。 さ な が らそ な た が そ の場 に あ っ た か 、 あ る い は(そ の 場

に い た)誰 か か ら聞 い た か の よ うな生 々 しさで あ った 。 しか し今 度 は 趣 きを 変 え 、 木 馬 作 りの

一85一



丹 下 和 彦

条 りを歌って くれぬか エペイオスがアテネのお助けを得て作 り成 し、名に負 うオデュッセ

ウスが、後にイ リオスを陥れた将兵をその腹中に潜ませ、敵を欺 く罠として敵の城内に運び入

れた、その木馬の物語を じゃ。 もしそなたがこの物語を見事に κατaμ07ρ αり 語 って くれ

たならば、わた しは直 ぐにも世の人々すべてに向って、神はそなたには自ら進んで霊妙の歌を

お授けになされたといって吹聴 しよう」(04.8.487～98)と いうのがそれである。

ここではまず楽人デモ ドコスの技偏が称讃されている。先にオデュッセウスが聞いたその歌

いぶ りはきちん としていて、過不足なく、順序 よく κατaκ6σ μoり歌われた ものであ り、

かつ歌い手デモ ドコス本人がその場にいたか、あるいはその場にいた者から聞いたかのような

生彩のあるものbzπ 伽 りautoπ αρε伽 り(セ減 伽aκ06σ αgで あ ったと言わ

れている。そ して今度はその技偏でもって木馬の計略の段を歌って くれと要求 し、もし今度も

また適切に κατaμ07ρ αり歌 って くれるなら、その秀れた技rを 世に喧伝 しようとまで言

う。ここで求められているのは、かつてあった出来事をあ りのままに的確に再現 してみせる表

現力である。デモ ドコスはその技偏を十全に発揮 してアキ レウスとオデュッセウスの論争の場

を歌った。そ してそれを聞いたオデュッセウスは涙を流 したのであった。泣 くような場面では

ないと思われるのに泣いた。デモ ドコスの歌いぶ りにそ うさせるだけの霊妙の力が宿っていた

のか。 しか しこの時点でオデュッセウスは自分の涙に関 しては何の感慨も漏らしていない。一

切触れることなく、ただデモ ドコスの技偏を誉めているだけである。デモ ドコスの楽人として

の卓越 した技偏がオデュッセウスの涙を誘発 したとい うことはあ りうるが、それにはやは り誘

発する原因、涙の素になる出来事の思い出がなければならないだろう。 しか し語られた逸話に

それらしいものを、わた したちは見つけられないでいるのである。

さて、デモ ドコスはオデュッセウスの要求どお り木馬の計略の段を歌 う。それを聞いたオデ

ュッセウスはまたもや涙を流す。なぜここで彼は泣 くのか15)。しかもその泣き方が尋常ではな

い。「祖国と同胞の見守る前で戦って討死にした夫にすが り泣き伏す妻の姿をみるよう」(04.

8.523～25)な 泣きようであるとい う。勝ち戦を歌い上げる歌を聞いて、なぜ敗軍の将の妻の

ごとくに泣かねばならないのか。なぜ城を落 した勝利者の将軍が敗死 した将の妻女のごとくに

泣かねばならないのか。それは先述のStanfordの 言 うような、自軍の同僚の死を悼み、勝利

は してもそれのもたらす悲惨な結末を悲 しむためだけに終るとは思えない。敗軍の将の妻のよ

うに泣いたとい うのは、その妻の身に成 りかわって泣いたとい う謂である。ここには自軍の将

兵の死への追悼だけではなく、それを越えた敗者の側の死 戦争がもたらした災禍 への

追悼の意も籠められているのではないかと思われる。
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4.欝 々た るオデ ュッセ ウス

こ こ まで オ デ ュ ッセ ウ ス の気 持 を 付 度 す る のは 理 由が ない こ とで は ない 。 オ デ ュ ッセ ウ スが

デ モ ドコ スに 木 馬 の計 略 の条 りを 所 望 した と き、 彼 は ど うや ら 自 ら の功 績 を 確 認 した い が た め

だ け で は な か った よ うな の で あ る。 歌 を 注 文 す る直 前 に オ デ ュ ッセ ウ ス は こ う言 っ て い る、

「近 習 の方 よ、 さあ こ の 肉を デ モ ドコ スに 与 え て 食 わ して や って 下 さい 、 悲 しみ に 心 晴 れ ぬ わ

た しで は あ るがazり6μ εりOgπ ερ、わ た しの親 愛 の気 持 を彼 に伝 えた い」(04.8.477～78)と 。

オ デ ュ ッセ ウ ス は、 自分 は"悲 しみ に 心 晴 れ ぬa沙6μ εりog"と 言 って い る。 そ れ は 現 在

の状 態 が そ うだ とい うのか 、 そ れ と もず っ と以 前 か らそ うだ った とい うので あ ろ うか 。 心 中 の

愁 い悲 しみ を表 わ す 言 葉(極 囲 μαご(涜'zoμ αご、(をκαzξζoμαご、(をzε6ω、 ～ヒzξω)は 、 ホ メ

ロス で は しば しば 使 用 され て い る16)。近 い と こ ろ で は 『オ デ ュ ッセイ ア』 第7歌297行 に 、 こ

こ と同様 分 詞 の形a沙6μ εり的 περ が み え て い る。 そ こは オ デ ュ ッセ ウス が初 め て アル キ

ノ オ ス王 と妃 ア レテに 対 面 し、 パ イ エ ケ ス人 の 島に 漂 着 しナ ウ シ カ アに 救 助 され た 次 第 を 物 語

る条 り、 「(お嬢 さ まは)パン と き らめ く葡 萄 酒 とを た っぷ り恵 ん で 下 さ った ば か りか 、 河 で 水

浴 を させ て こ の着 物 まで 下 さ った ので す 。 以 上 、 辛 い 気 持 を 抑 え つ つa沙6μ εり的 περ、 あ

りの ま ま に お 話 しい た しま した」(04.8.295～97)と 話 し終 え る と こ ろ で あ る。 難 破 と漂 流

とい う過 去 の体 験 は オ デ ュ ッセ ウ ス の心 を 暗 く悲 し く惨 め に す る。 そ れ を じっ と耐 え つ つ 顛 末

を 物 語 った とい うので あ る。 苦 労 話 を 再 話 す る こ とは痛 み を 再 体 験 す る こ とに外 な ら な い17)。

そ の 再 体 験 され た 苦 労 の痛 み を 伴 っ た表 出がazり6μ εりogな る語 で あ る 。 第7歌297行 の

azり6μ εりogな る表 現 の具 体 的 内 容 は、 難 破 と漂 流 体 験 で あ ろ う。 そ れ で は第8歌 の478行

のazり6μ εりogな る表 現 の 具 体 的 内 容 は 何 で あ ろ うか 。

アル キ ノ オ ス王 の宮 廷 の楽 人 デ モ ドコ スは オ デ ュ ッセ ウ スが 滞 留 し、 王 主 催 の宴 会 に 出席 し

た 折 、 計3回 歌 物 語 を 歌 う。 そ の うち2回 は す で に 言 及 した トロイ ア戦 争 に まつ わ る も ので あ

る。 そ して い ま一 度 は 、 これ まで わ た した ちは 言 及 して こ なか った が 、 こ の二 つ の トロイ アで

の物 語 の中 間 に ギ リシ ア人 に お 馴 染 の神 話 、 ア プ ロデ ィテ と ア レス の情 事 、 浮 気 妻 ア プ ロデ ィ

テを 懲 ら しめ るヘ パ イ ス トス の物 語 が 歌 わ れ て い た ので あ る。 こ の トロイ ア とは 一 見 無 関 係 な

神 話 物 語 が 終 り18)、3回 目の歌 、 木 馬 の 計 略 の 物 語 に 入 る直 前 、 先 に 引 用 した よ うに 、 オ デ ュ

ッセ ウ スは デ モ ドコ スに 親 愛 の情 を 伝 え るた め だ と して 馳 走 の中 か ら猪 の背 肉を 分 け 与 え 、 そ

して そ の折 にa沙6μ εり侭 な る語 を 発 す る の で あ る。"悲 しみ に 心 晴 れ ぬ わ た し"と 。 第 二

の歌 を 聞 い て パ イ エ ケ ス 人 と と もに"心 楽 しませ た τξρπετ'加 ～ φρεσ～り"オ デ ュ ッセ ウ

スで あ った が 、 そ れ は長 く続 か な か った。 い ま このa沙6μ εり侭 な る彼 の 心 情 の 具 体 的 な 内

容 は 何 で あ る と考 え られ よ うか 。

デ モ ドコ ス の第1の 歌 を 聞 い た と き オ デ ュ ッセ ウ スは 涙 を 流 した 。 第2の 歌 、 す なわ ち ア ブ
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ロデ ィテ、 ア レス、 ヘ パ イ ス トス の3人 の神 々を め ぐる神 話 物 語 を 聞 い た と き、 彼 は パ イ エ ケ

ス の貴 族 ら と と もに これ を 喜 ん だ。 「高 名 の楽 人 は こ の よ うに歌 った が 、 これ を 聞 い て オ デ ュ

ッセ ウ ス も、長 き擢 を用 い 、船 に 名 高 きパ イ エ ケス 人 た ち も、 と もに心 を楽 しませ た τξρπετ'

加 ～ φρεσ～り」(0謡8.367～69)と い うの が それ で あ る19)。

こ こに オ デ ュ ッセ ウ ス の対 照 的 な二 つ の心 情 が 披 渥 され て い る のを 、 わ た した ちは 認 め え よ

う。 そ して い ま彼 が 心 悲 しませ て い る のは 、 第2の 歌 を 聞 い た か らで は も ち ろん ない 。 そ れ は

お そ ら く第1の 歌 、 す なわ ち トロイ アで の 出来 事 を 歌 に 聞 い た か らで あ ろ う。 あ の と き流 した

涙 が ま だ彼 の 心 中 に 尾 を 引 い て い る の で あ る。 そ う推 察 され る。a沙6μ εり侭 の具 体 的 な 内

容 は トロイ ア戦 争 で あ る。 そ の後 の苦 労(漂 流)も 彼 の心 を 苦 しめ こそ す れ 宥 め るは ず は ない

か ら、 い ま の欝 々た る気 分 に 少 なか らぬ 影 を 落 して い る とは 考 え られ るが 、 心 中 の愁 い の第1

の要 因 は や は り トロイ ア戦 争 で な くて は な ら ない 。 こ のあ と デ モ ドコ ス の第3の 歌(木 馬 の計

略 の段)を 聞 い た と き も また 彼 は 涕 泣 す る ので あ るか ら。 ど うや ら彼 に と って トロイ ア戦 争 は 、

た とえ 勝 ち戦 で あ って も激 しい パ トス の表 出を もた ら さず に は お か ない 愁 い の種 で あ る ら しい

ので あ る20)。そ の パ トス の表 出 の 具 合 が尋 常 で は ない 。 戦 い に 艶 れ た 将 の妻 女 が 嘆 くご と くに

嘆 くので あ る。 こ こで わ た した ちに は アン ドロマ ケ の姿 が 思 い 浮 ぶ ので は ない か 。 『イ リア ス』

第22歌 で アン ドロマ ケは ギ リシ ア方 の陣 営 に 曳 か れ て ゆ く夫 ヘ ク トル の遺 骸 を 目に して 、 ち ょ

うど こ の 『オ デ ュ ッセイ ア』 第8歌523行 以下 と寸 分 違 わ ぬ 様 子 で泣 き嘆 く、 「ヘ ク トル 、 わ た

しは な ん とい う不 運 な女 な の で し ょ う。 〈略 〉 今 あ なた は大 地 の底 の 冥 王 の館 へ お い で な る と

こ ろ、 で も寡 婦 と な って 悲 しみ に くれ るわ た しを 、 屋 敷 に 置 い て 行 って お しまい に な る。 と も

に 不 運 なあ なた とわ た しの産 ん だ 子 は 、 まだ ほ ん の赤 子 。 ヘ ク トル 、 あ なた が 亡 くな って は 、

こ の子 の力 に な って は い た だ け ぬ で し ょ う し、 こ の子 もあ なた の御 役 に は 立 ち ます まい 〈略 〉」

(1.22.477～515)と 。 彼 女 が 虜 囚 の身 とな って ギ リシ ア兵 の 槍 に 追 い 立 て られ るの は い ま

少 しあ とで あ る。 しか しそ の姿 も また 生 前 の ヘ ク トル に よ って す で に予 想 され て い た 。 『イ リ

ア ス』 第6歌454行 以下 が それ で あ る、 「青 銅 の武 具 を 鎧 うア カイ ア勢 の何 者 か が 、 そ なた か ら

自 由 の 日を 奪 い 、 泣 き なが ら曳 か れ て ゆ く時 のそ なた の悲 しみ こそ が 何 よ りも気 に 懸 って な ら

ぬ 」(16.454～55)と 。
シ ミ レ

『オデュッセイア』第8歌523行 以下に展開される直喩がオデュッセ ウスの涙のわけをほん

とうに説明するものであるならば、あのときのオデュッセウスの心情はいまのアン ドロマケの

それと同質のものであったことにはなるまいか。勝敗に関係のない、勝者敗者双方に通底する

深い悲哀がそこには想定されている。勝者と敗者の心情は同じではない。 しか しいまオデュッ

セウスは自分の勝利の歌を聞いて敗者と同じ涙を流すのである。敗者に同情 して泣 くのではな

い。敗者に成 りかわって、敗者と同じように泣 くのである。オデュッセウスの心中には敗者の

心情と共通する悲哀が存在 しているとしか言いようがない。それを表出するのが 戯 ゆμεり侭

一88一



咽 び泣 くオ デ ュ ッセ ウス

シ ミ レ

なる語であろ う。Griffinは 、寡婦像はこの上な く制禦 しにくい悲哀を表わす直喩 として用い

られるとしてこの 『オデュッセイア』第8歌523行 以下を挙げているが21)、オデュッセウスが

ここで敗残将兵の妻のごとくに泣いているのは、激 しいパ トスの噴出に襲われた それはも

ちろんある からだけではない。寡婦像は単に悲哀の程度の深さを表示する指標ではない。
シ ミ レ

それは悲哀の質をも表示する。明らかにアン ドロマケ像を想起させるこの直喩としての寡婦像

の採用は、決 して意味のないことではないのだ。ここには忌避の、あるいは拒否の意志がある。

トロイア戦争が涙によって しか想起されえないとい うことは、 トロイア戦争とい う己の過去の

10年間の体験を全否定することに外ならない。それはまず己の勲功の否定から始まるのである。

5.封 印 された トロイア

オデュッセウスの流 した涙、その悲哀を単なる泣 きの涙ではなく、"生 の根源までも掴んで

放さぬ魂のふるえ"と 言った人がいる22)。これは些か大仰な物言いと、感 じられぬこともない。

ただこう言 ったSchadewaldtの 心中には、先の世界大戦で負けて戦地か ら帰還 して くる ドイ

ツの若い復員兵の存在が話の対象 として想定されていた23)。そこには肉体的にも精神的にも深

い傷を背負って帰還 してきた若者たちの姿があ り、そ してその背後にはるかな昔これまた長い

戦争を終えて帰ってきたオデュッセウスとい う一人の復員兵の姿が透けて見える仕掛になって

いる。戦場とい う非 日常の世界を体験 した者が感 じる深い喪失感に勝者敗者の区別はない。勝

者側にも敗者側と同じ種類の涙を流させるものは、勝者と敗者とを分ける境界線をはるかに越

えた戦争そのもののもたらす深い悲哀である。そこにおいて敗者 ドイツの復員兵も、勝者ギリ

シアの復員兵オデュッセウスも、そ して寡婦となった敗残兵の妻女も、たがいに共鳴 しあ うの

である。Schadewaldtの 言 う"魂 のふるえ"と は、そのことを言 うのであろ う。詩人ホメロ

スは戦争の根本に神の邪悪な意図を考えるが24)、この人間の力を越えた存在の思惑に振 りまわ

される人間たちが勝者敗者一様に思い至されるのが、この魂のふるえと称される深い悲哀に外

ならない。 トロイア戦争の中でも最も華々しい戦果の一つの木馬の計略と、それを歌わせたオ

デュッセウス本人の涙 この一見異様に思える両者の懸隔、このまった く相反する現象こそ

かえって涙の意味するものをよく伝えているように思われる。勝者が自らの戦果を歌わせなが

ら流す涙は、敗者の妻女の涙のごとくであ りながら実は決 してそ うではない。また敗者の妻女

のごとくに泣き嘆 くのであるから、オデュッセウスは決 して勝者であるのではない。このまっ

た く相反する現象は、そこに単なる勝者敗者を超越 した悲哀、言ってみれば勝者であってまた

敗者、敗者であってまた勝者とい う状況を自覚できる者こそがもちうる悲哀、戦争そのものが

生み出す悲哀を想定 しなければ説明がつかないのである。そ してこの涙はオデュッセウスの己

の勲功への否定、そ して戦争そのものに対する否定的評価の現われである。わざわざ勝利の場
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面 を 歌 わ せ なが ら、 敗 者 の流 す 涙 の ご と き涙 で これ を 評 価 した か らで あ る。 こ の涙 は 、 い わ ば

戦 勝 を 美 化 す る こ とへ のnonの 表 示 で もあ ろ う。

さて こ こで 、 トロイ ア戦 争 が 、 あ るい は そ の戦 場 と な った トロイ ア の土 地 が 、 作 品 『オ デ ュ

ッセイ ア』 の中 で ど の よ うに 扱 わ れ て い るか 、 ち ょっ とみ て お く必 要 が あ る。

デ モ ドコス第3の 歌 を 聞 い て涙 す るオ デ ュ ッセ ウス の 姿 を い ぶ か る ア ル キ ノオ ス 王 は 、 「あ

るい は そ なた の姻 戚 で ど なた か 優 れ た お 人 が イ リオ ス城 下 で 討 死 に な され た のか 婿 で あ れ

舅 で あ れ 、 そ れ は 己 れ の血 縁 、 同族 に 次 い で は 一 番 身 近 な者 で あ るか ら な。 あ るい は また そ れ

は 、 そ な た と心 の 通 い 合 う、 立 派 な 戦友 で も あ っ た の か 」(04.8.581～85)と 問 い か け た 。

しか しオ デ ュ ッセ ウ スは 、 こ の至 極 も っ と も な疑 問 を 無 視 した 。 こ のあ と第9歌 冒頭 で オ デ ュ

ッセ ウス は ま ず 己 の 名 を 名 乗 る。 「そ な た の 国 許 で は 、 御 両 親 な らび に 町 の人 々、 また 近 隣 の

住 民 た ち が 、 そ な た を ど うい う名 で 呼 ん で い た のか 」(04.8.550～51)と い うア ル キ ノ オ ス

の問 い に 応 え て オ デ ュ ッセ ウ スは 言 う、 「そ こで まず わ た しの名 か ら申 し上 げ ま し ょ う。 〈略 〉

わ た しは ラエ ル テ スが 一 子 、 そ の端 侃 す べ か ら ざ る策 謀 のゆ え に あ え まね く世 に 知 られ 、 そ の

名 は 天 に も達 す る オ デ ッセ ウス です 」(04.9.16～20)と 。 そ して 続 け て 生 まれ 故 郷 が イ タ ケ

島で あ る こ とを 告 げ た あ と、 しか し 「で は これ か ら、 トロイ エ か ら の帰 国 の折 に 、 ゼ ウ スが わ

た しの身 に 降 され た 、 悲 惨 な旅 につ い て も語 らせ て いた だ こ う」(04.9.31～38)と 、 一 挙 に

漂 流 謳 へ と話 を 進 め て しま う。 アル キ ノ オ スが 涙 の原 因 と推 測 した トロイ アで の苦 労 話 に は 一

切 触 れ られ ない ので あ る。 身 内か 戦 友 が 攻 城 戦 の折 に 戦 死 した か らで は ない か とい うアル キ ノ

オ ス の問 い か け は 無 視 され る。 こ こで オ デ ュ ッセ ウ ス の無 視 、 黙 過 は 意 図 的 で あ る。 なぜ 彼 は

わ ざ と無 視 した のか 。

トロイ アで の10年 間 、 そ こで 起 った 出来 事 、 あ るい は そ れ に まつ わ る話 が 意 図 的 に 避 け られ

て い る例 を 、 い ま一 つ 挙 げ よ う。 そ れ は 『オ デ ュ ッセイ ア』 第23歌 で 、 オ デ ュ ッセ ウ ス ・ペ ネ

ロペ イ ア夫 妻 が め で た く再 認 を 果 した あ と の こ とで あ る。 二 人 は20年 ぶ りに か つ て の寝 室 へ 入

り、 「心 ゆ くば か り快 い 愛 の 交 りを 楽 しむ と、 今 度 は 互 い に 身 の 上 を 物 語 りつ つ 語 らい を 楽 し

ん だ 」(04.23.300～301)。 まず ペ ネ ロペ イ アが 求 婚 者 に 苦 しめ られ た か つ て の 日々を 物 語 り、

オ デ ュ ッセ ウ ス も 「各 所 で 相 手 を 苦 しめ た 手 柄 の数 々、 また 自 らが 受 け て 悩 ん だ 苦 難 を 残 らず

物 語 る」(04.23.306～308)。 しか しこ の と き の オ デ ュ ッセ ウ ス の話 に は トロイ アで の 出来 事

は 含 まれ て い ない 。 そ れ は 、 す ぐ次 に 続 く 「オ デ ュ ッセ ウ スは 、 自分 が 先 ず キ コ ネ ス族 を 討 っ

た と こ ろか ら語 り始 め た 」(04.9.310)な る1行 か ら 明 らか で あ る25)。

オ デ ュ ッセ ウ スは20年 ぶ りに 会 った 妻 ペ ネ ロペ イ アに 、 そ れ が 目的 で 家 を 出た10年 に 及 ぶ ト

ロイ ア戦 争 の こ とは 一 切 話 さ ない ので あ る。 戦 後10年 、 トロイ ア戦 争 は す で に 物 語 化 され て イ

タ ケ の留 守 宅 に も届 い て い た ろ う。 アル キ ノ オ ス王 の宮 廷 で は デ モ ドコ スに よ って そ れ は 歌 わ

れ た ので あ った 。 求 婚 者 ら の宴 会 に登 場 す る楽 人 ペ ミオ ス も、 あ る い は歌 った か も しれ な い26)。
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概 略 は ペ ネ ロペ イ ア の耳 に も入 って い た は ず で あ る。 勝 ち戦 で 、 しか も亭 主 が 大 活 躍 す る条 り

な らば 、 よ り詳 しい 話 を 当 の本 人 に ね だ って も不 思 議 で は ない 。 しか しそ う した 形 跡 は 皆 無 で

あ る。 夫 も妻 も トロイ ア の話 は 避 け て い るか の ご と くで あ る。 妻 のほ うは 戦 争 の話 は概 略 知 っ

て い るか ら、 まだ 聞 い た こ と の ない そ の後 の10年 間 の漂 流 謳 のほ うに 興 味 が 向 くか も しれ ない 。

しか し夫 のほ うは20年 間 の不 在 を 、 い ま故 郷 に お い て 、 家 庭 内に お い て 、 そ して 妻 の意 識 の中

に お い て 取 り戻 し、 そ の存 在 を 確 認 して も ら うた め に は す べ て を 語 る こ と、 不 在 前 半 の10年 間

の 出来 事 も略 す こ と な く語 る こ とが 必 要 で あ る。 そ れ を しない と彼 自 ら もそ の アイ デン テ ィテ

ィは 確 認 され ない し、 故 郷 の共 同体 へ の帰 属 意 識 も全 う しない 。 しか し彼 は そ う しない 。 これ

は お そ ら く意 図 的 で あ る。 何 ゆ え の こ とで あ ろ うか 。

トロイ ア の話 が 意 図 的 に 避 け られ て い る とみ られ る も う一 つ の例 を 挙 げ よ う。 そ れ は 第1歌

の楽 人 ペ ミオ ス の歌 の場 面 で あ る。 求 婚 者 らが 開 く宴 会 の場 に 登 場 した ペ ミオ スは 、 ア カイ ア

勢 の苦 難 に 満 ちた 帰 国 謳 を 歌 う。 そ れ を 階 上 の 自室 に い て 聞 き とめ た ペ ネ ロペ イ アは 宴 会 の場

へ 降 りて きて 、 他 に もた くさん 神 々や 人 間 の業 を 称 え る歌 が あ る中 で 、 そ ん な忌 わ しい 歌 は 歌

うな とペ ミオ ス を 叱 る、 「そ の 歌 だ け はや め て お くれ 、 忌 わ しい歌 じゃ、 そ れ を 聞 く ご とに 耐

え 難 い悲 しみ が 迫 って き て、 胸 が か きむ しられ る想 い が す る」(04.1.340～42)と 。 しか し

こ うい うペ ネ ロペ イ アを 息 子 テ レマ コ スが 楽 人 に罪 は な い と制 し、 こ うた しな め る、 「こ の者

が ダ ナ オイ 勢 の悲 運 を 歌 うのに 腹 を 立 て る謂 れ は あ りませ ん 。 聴 く者 に 一 番 耳 新 し く響 く歌 こ

そ 、 最 も世 の喝 采 を 博 す る ので す 。 母 上 も気 持 を しっか りと持 ち、 辛 抱 して お 聞 きに な らね ば

な りませ ん」(04.1.350～53)と 。 ペ ミオ ス が 帰 国謳 を歌 った の は 、 そ れ が 「一 番 耳 新 し く

りεωτdτη 響 く歌 」 で あ り、 また そ れ ゆ え に 「最 も世 の 喝 采 を博 す 」 か らで あ る。 他 意 は な

い 。 しか しペ ネ ロペ イ アが 言 うよ うに 、 他 に まだ 多 くの歌 が あ った 。 そ の中 に は トロイ アで の

戦 闘 を 歌 った もの 、 オ デ ュ ッセ ウス の 活 躍 を 歌 った もの もあ ろ う。 しか し こ こで は 、 『オ デ ュ

ッセイ ア』 の中 で は 、 そ れ は 巧 み に 避 け られ て い る。 歌 って 何 の不 都 合 も ない は ず なが ら27)。

か く して トロイ アは 、 トロイ ア戦 争 は 、 オ デ ュ ッセ ウ スに よ って も、 また 詩 人 ホ メ ロスに よ

って も歌 わ れ ず 、 封 印 され て い る。 た だ 第8歌 の デ モ ドコ ス の歌 以 外 は 。 い や 、 正 確 に は い ま

二 つ トロイ アへ 言 及 した 箇 所 が あ る。 一 つ は 第4歌 で メ ネ ラ オ ス、 ヘ レネが 語 る オ デ ュ ッセ ウ

ス の思 い 出話 が そ れ で あ る。 中 で も木 馬 の計 略 に つ い て の メ ネ ラ オ ス のそ れ は 、 デ モ ドコ ス の

歌 と見 事 に 照 応 して い る。 後 者 は 涙 に よ って 封 殺 され た 。 前 者 は オ デ ュ ッセ ウ ス の知 らぬ と こ

ろで な され た 第 三 者 の評 価 で あ るが 、 も しオ デ ュ ッセ ウ スが そ の場 に 居 合 わ せ て い た とす れ ば 、

第8歌 の場 合 と同 様 、 や は り泣 い た で あ ろ う。 い ま一 つ は 、 第ll歌 冥 府 行 の 中(504行 以 下)

で アキ レウ ス の亡 霊 の要 求 に 応 え て ネ オ プ トレモ ス の活 躍 を 告 げ る段 で あ る。 こ こ も木 馬 の計

略 が 絡 ん で い る。 同 じ木 馬 の計 略 を 第8歌 で は デ モ ドコ スか ら聞 い て 泣 い た オ デ ュ ッセ ウ スが 、

こ こで は 淡 々 と事 実 報 告 に 終 始 して い る。 こ の場 合 は 状 況 が パ トス の噴 出を 許 さ ない のだ とみ
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な して よか ろ う。 『オ デ ュ ッセ イ ア』 に お い て は 、 トロイ ア戦 争 は 無 視 され るか 、 それ と も涙

で も って 封 じ込 め られ るか しか ない 。 オ デ ュ ッセ ウ スが トロイ アお よび トロイ ア戦 争 を 自 ら の

意 志 で 語 る こ とは ない28)。 そ して 楽 人 に よ って 歌 わ れ る物 語 化 した 戦 争 は 、 涙 で も って 封 殺 さ

れ た ので あ った 。 あ の涙 は 、 戦 後10年 か け て 清 算 した オ デ ュ ッセ ウ ス の トロイ ア戦 争 へ の最 終

評 価 で あ る。

おわりに

それに してもなお問題は残る。オデュッセウスはなぜ トロイア戦争を語ろうとしないのか。

そ して物語化 した トロイア戦争をなぜ涙でもって封 じ込めようとするのか。

唐突だが話を第24歌 最終場面に移 したい。『オデ ュッセイア』第24歌 は以下の章句で終 りを

告げる29)。

「ゼ ウ ス の喬 に して ラエ ル テ スが 一 子 、 知 略 に 富 む オ デ ュ ッセ ウ ス よ、 今 は 手 を 引 き仮 借 な

き戦 い の争 い を や め よ、 さ も な くば 、 ク ロノ ス の御 子 、 遥 か に 雷 を 轟 か す ゼ ウ ス のお 怒 りを 買

うか も知 れ ぬ ぞ 。」

ア テ ネが こ うい うと、 オ デ ュ ッセ ウ スは 心 嬉 し く女 神 の言 葉 に 随 った 。 か くて 、 姿 も声 も メ

ントル さ なが ら の、 パ ラ ス ・ア テ ネ、 アイ ギ ス持 つ ゼ ウ ス の姫 に よ って 、 両 者 の間 に は い つ い

つ まで も守 るべ き、 堅 き誓 い が 交 わ され た 。(04.24.542～48)

オデュッセウスが求婚者らを訣殺 したあと、 しか し話はそれで終らなかった。殺された者た

ちの親兄弟が復讐に立ち上が り、郊外にある父親ラエルテスの農場にいたオデュッセウスの許

へ押 し寄せたのである。小競 り合いが始まり、アテナ女神の後押 しを受けてラエルテスが投げ

た槍が相手方の大将格エウペイテスを艶す。そ して本格的な戦闘が始まろうとしたとき、アテ

ナ女神が両者間に割って入る。そこヘゼウスの放った雷が落ちる。これを機にアテナ女神が両

者を仲裁 し、めでた く大団円となる。

留守宅を荒らし、妻に言い寄っていた求婚者らをオデュッセウスが訣殺 したことは理に叶っ

ていた。一方、殺された求婚者らの親類縁者が復讐に立ち上るのも、また理に叶っているので

ある。英雄と称される種族が棲息 していた時代及び社会 それは氏族社会と呼び換えてもよ

い は力の正義が通用する社会であった。力には力で報いるとい うのが掟である社会であっ

た。息子アンティノオスをオデュッセウスに殺されたエウペイテスが言 う、「わが子わが兄弟

を殺 した男たちに報復せぬのは恥 緬 βη であるし、後の世の人に聞かれても恥か しい」(04.

24.433～35)と30)。 ここには恥の概念を仲立ちに した力の対決がある。力の強い者のほ うが
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正義の旗を掲げる。 しか しこの力の対決には果 しがない。力の正義が生み出す報復の連鎖は止

まるところを知らない。そ してそれは不毛の連鎖である。その果 しない連鎖にいまアテナ女神

が、父神ゼウスの後押 しを受けて懊を打ち込もうとする。押 し寄せた求婚者の縁者らは、そ し

てまたオデュッセウスもアテナ女神の言を容れ、力による報復を断念 し、以後不戦の誓を立て

るのである。か くして共同体内の不和軋礫が、力ではなく話 し合いで収拾されることになる。

両者の間に 「堅き誓bρ κごα が交わされた」(04.24.546)と あるのは、事件を収拾するた

めの取 り決めの誕生を意味するものである。力の正義に代わる法の正義とでも言 うべきものの

誕生を意味するものと言ってもよい。

オデュッセウスはいま新 しい時代のとば口に立っている。 トロイアとイタカ 空間的には

万里を隔て、時間的には10年 の歳月が経過 している。この時空間の距離がオデュッセウスに新

たなる相貌を与える。彼は トロイアから脱出した。英雄たちが棲息 していた場所、社会を脱出

した。その彼の眼の先には来たるべき新 しい社会 市民社会とでもい うべきものが、ぼんや

りとではあるが姿を見せ始めている31)。そ うい う彼であるからこそ、もはや トロイアのことは

黙 して語らぬのである。第三者が持えた 「トロイア物語」を聞かされれば、涙でもってこれを

封殺するのである。新 しい時代に入ってい くには トロイアと訣別する必要があった。 トロイア

の英雄であ りながら トロイアと訣別 した男、それがオデュッセウスである。

註

1)訳 文 は 松 平 千 秋 訳(岩 波 文 庫)に よ る。 以 下 同 じ。

2)『 トゥス クル ム荘 対 談 集 』2.32以 下 。 傷 の 痛 み に 泣 き叫 ぶ ピロ クテ テ ス は これ に 欠 け る と して 、"強

い 男"と は 呼 べ な い とされ る。 ピ ロ クテ テ ス も トロイ アに 参 戦 した 戦 士 の一 人 で あ った 。 な お 上 記 の

訳 語 は 岩 谷 智 訳(岩 波 版 『キ ケ ロ ー選 集 』12)を 借 用 させ て い た だ い た 。

3)『 トゥス クル ム荘 対 談 集 』2.33を 参 照 。 こ この ピ ロ クテ テ ス は ア ッキ ウス 『ピ ロ ク テ テ ス』 に 拠 っ

て い る。 しか しソ ボ ク レス の描 く ピ ロ クテ テ ス も同 様 に 傷 の痛 み に 苦 痛 の声 を あ げ た こ とを 、 わ た し

た ち は 知 っ て い る。 ち な み に ラ テ ン語 に は ギ リシ ア語 に い う英 雄 加 ωgに 相 当す る語 が な い 。 強 い

て 示 せ ばvirfortisに な る。

4)こ れ また キ ケ ロの指 摘 す る と ころ 。 キ ケ ロ、 上 掲 書2.20参 照 。 ここ で キ ケ ロはソポ ク レス 『トラキ

スの 女 た ち 』1046行 以 下 を 翻 訳 して 提 示 して い る。

5)こ の349行 へ の古 注 に は 、 「身 分 高 い 男 は 涙 もろ い 」 と い う諺 が あげ られ て い る 。 同趣 旨の こ とが エ ウ

リ ピデ ス 『ヘ レネ 』950～51行 で も言 わ れ て い る。Cf.W.B.Stanford,TheOdysseyofHome;,Vol.1.,

London,1965,ad8.522.

6)キ ケ ロは 、 オ デ ュ ッセ ウス に 関 して は パ ク ウ ィウ スの 『ニ プ トラ』 のそ れ を 引 きな が ら、種 本 とな っ

たン ボ ク レス の 『ニ プ トラ』 あ る い は 『エ イ に 刺 され た オ デ ュ ッセ ウ ス』 中 の オ デ ュ ッセ ウス 像 とは

対 照 的 な そ の沈 着 冷 静 さ を称 揚 して い る。 キ ケ ロ、 上 掲 書 、2、48以 下 参 照 。 ま た岩 波版 ギ リシ ア悲
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劇 全 集11、208ペ ー ジ 以下 を 参 照 。 しか しい まわ た した ち が扱 うオデ ュ ッセ ウス は ホ メ ロス の描 い た

オデ ュ ッセ ウ スで あ る。

7)さ らにStanfordは 、第4歌541行 の メネ ラ オ ス の 例 もあ げ て い る。 そ して英 雄 が 泣 くこ とを 異 常 な

こ とで は な い と して い る。Cf.砂CZ,adloc.

8)こ れ は トロ イ ア戦 中 の一 コマ とみ な され るが 、 わ た した ち の もつrイ リア ス』 に は 収 録 され て い な い 。

古 注 は 、 ヘ ク トル死 後 イ リオ ス を 陥 す 方 策 の 違 い で ア キ レウ ス、 オ デ ュ ッセ ウス両 者 が宴 席 で 争 った

エ ピン ー ドに 言 及 して い る 。 また 『キ ュプ リア 』(プ ロ ク ロス の 要 約)に よれ ば 、 テ ネ ドス で ア ガ メ

ム ノ ン、 ア キ レウ ス の両 者 が 争 った とあ り、 この こ と も こ の場 とあ る い は 関係 す る もの で あ るか も し

れ な い 。Cf.A.Heubeck,S.West&J.B.Hainsworth,且CommentaryonHomerOdysseyOxford,

1990(1988),ad8.75.

9)こ の 木 馬 の物 語 も現 存 のrイ リア ス 』 に は な い 。 しか し楽 人 デ モ ドコス が これ を よ どみ な く歌 い 上 げ

る と ころ を み れ ば 、 こ の 頃 に は す で に物 語化 して い た こ とに な っ て い る、 作 者 は そ う設 定 して い る と

み な して よか ろ う。 オ デ ュ ッセ ウス は トロイ ア戦 争 で の 自 ら の活 躍 を第 三 者 の 目に 捉 え られ た 物 語 二

作 品 に よっ て振 り返 る こ とに な る。 なお 第4歌265行 以 下 も参 照 。 そ こ で は メネ ラ オ スが 木 馬 の 計 略

の 段 を 讃 歎 して い る。

10)古 注 に あ る よ うに、 も し も この オ デ ュ ッセ ウス と アキ レウ ス の 口論 が トロイ ア城 市 を 陥 す 方 法 ア

キ レウ ス の主 張 す る武 力 あ δρεどα か オ デ ュ ッセ ウ スの 主 張 す る知 恵 σo亟 α か を め ぐ る もの

で あ る と して も、 結 局 は木 馬 の 計 略 を用 い る こ とに な った の で あ るか らオ デ ュ ッセ ウス の 主 張 が 通 っ

た こ とに な り、 こ の件 で オ デ ュ ッセ ウス が 落 ち 込 ん だ り、 嘆 いた り、 怒 っ た りす る理 由 は な い こ とに

な る。Cf.Stanford,0.CZ,ad8.76.

11)す で に 第4歌 に お い て 、 メ ネ ラオ ス も木 馬 の 計 略 を敢 行 した オ デ ュ ッセ ウス の 功 績 を絶 讃 して い る

(第4歌256行 以 下 。 注9を 参 照)。

12)Cf.Stanford,01.CZ,ad8.522.

13)た だ アル キ ノ オ ス に は 、 い ま涙 して い る男 が 勝 利 した ギ リシ ア方 な のか 、敗 け た トロイ ア 方 に 縁 の あ

る人 間 な の か 、 不 明 で あ る。 い ず れ に せ よイ リオ ス攻 防 戦 で 驚 れ た 戦 士 に 縁 あ る人 間 とふ ん で い る。

14)Cf.o少6鉱,ad8.73～74.

15)先 のHeubeckら は、 ホ メ ロス 作 中 で 英 雄 た ち が 泣 い て表 現 す る感 情 に は か な り幅 広 い もの が あ る と

して 、 恐 れ 、 救 済 、 心 中 の悩 み 、 哀 れ み 、 喪 失 感 、 不 首 尾 、 無 力 感 な どを挙 げ て い る 。 しか しオ デ ュ

ッセ ウ スが 木 馬 の計 の場 を歌 うデ モ ドコス の 歌 を 聞 い て(そ れ は勝 利 の 回想 で あ る)流 す涙 に あ て は

ま る ケ ー スは な い と して い る。Cf.o少CZ,ad8.522.

16)11.2.724,5.399,6.486,7.428,431,13.344,16.16,17.637,18.62,04.2.23,7.297,8.314,478,9.62,11.

88,486,558,16.139,342な ど多 数 。

17)Cf.Heubeck,o;.CZ,ad7.297.こ こで は 第8歌83行 以 下 、 同521行 以 下 、 また 第19歌115行 以 下 も同 様

の 例 と して 挙 げ られ て い る。

18)こ の 第2の 歌 は次 の第3の 歌 と、 実 は 密 接 に 関 連 して い る と思 わ れ る。 オ デ ュ ッセ ウス が 自 らの 策 略
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を 讃 え て も らお う と木 馬 の計 略 の 段 を デ モ ドコ スに 頼 む のは 、 第2の 歌 の ヘ パ イ ス トス の 策 略(木 馬

と照 応 す る網)に 触 発 され て の こ とで あ る と推 測 され るか ら で あ る(こ の あ た りの 議論 は 小 川 に 詳 し

い 。 た だ 小 川 は 、 第3の 歌 が 歌 わ れ て は じめ て オデ ュ ッセ ウ ス は第2の 歌 との 関連 性 に気 づ い た とす

るが 、 そ うす る と木 馬 の計 の段 を態 々所 望 した 意 味 あ いが 薄 くな る。 二 つ の歌 の相 似 性 を い うな ら、

最 初 か ら オ デ ュ ッセ ウ ス は意 図 的 に所 望 した とみ るほ うが 自然 で あ る。 小 川 正 廣 『ウ ェル ギ リウ ス研

究 ロー マ詩 人 の 創 造 』 京 都 大 学 学 術 出版 会 、1994年 、205ペ ー ジ参 照 。 さ らに 付 け 加 えれ ば 、 第

1の 歌 も、 古 注 を 信 じれ ば 、 オ デ ュ ッセ ウ ス の ドロ ス(策 略)が テ ー マ とな っ て い た 。 三 つ の歌 は

くドロ ス 〉 テ ーマ で連 関 す る こ とに な る)。 しか しそ の結 果 は 咲 笑 と楽 しい気 分 で は な く、 瀕 宿の 涙

とな る。 小 川 は こ の涙 の わけ を 、第2の 歌 で 神 々が 演 じる喜 劇 と第3の 歌 で語 られ る 人 間 の 悲 劇 との

す る どい 対 照 に よ っ て生 まれ て くる 「人 間 の 運命 の 不 条 理(上 掲 同書207ペ ー ジ)」 に 求 め よ うとす る

が 、 この 論 旨は 理 解 で き る。 た だ しか し、 この 解 釈 で は 第1の 歌 に よ る涙 の意 味 が い ま一 つ うま く説

明 で きな い 。 第1の 歌 も含 め て 解 釈 す るた め に は 一 段 と広 い パ ー スペ ク テ ィブが 必 要 とな る。

19)オ デ ュ ッセ ウ ス が話 を楽 しみ え た の は 、 我 が 身 と直 接 関 係 な い が ゆ え で あ る、 とGarvieは 解 釈 す る。

Cf.A.F.Garvie,伍)耀70の ∬¢y,Y～V,CambridgeU.P.,1994,ad8.367.

20)Griffinは 戯 り6μεりogな る語 に パ トス の表 出 を み る 。 そ の 一 例 と してZ1.15.651の ヘ ク トル に 討

た れ た ペ リペ テ スの 僚 友 らが 嘆 きの 情 を 抱 く 戯 り6μεりoご の条 りを挙 げ る。Cf.J.Griffin,Homeric

PathosandObjectivity,CQxxvi(1976),p.168.同 じ 戯 り6μεりogな る語 を 使 用 す る この 箇 所 も、

パ トス表 出 の場 とみ な され て しか るべ きで あ ろ う。 前 後 の脈 絡 か ら、 デ モ ドコス の第1、3の 歌 が も

た らす オ デ ュ ッセ ウ スの 涙 を そ の 具 体 的 な 内 容 とす る とみ な され るか らで あ る。

Merryは こ の"欝 々た る 戯 り6μεりog"気 分 の要 因 に第1の 歌 に 喚 起 され た 涙 を まず 考 え る 。 そ

して さ らに 加 え て、 ア ル キ ノオ ス 王 が 約 束 して くれ た イ タ カ送 還 が 遅 れ ぎ み な こ とに 対 す る苛 々 と し

た 気 分 と い うきわ め て即 物 的 な理 由 を も挙 げ る。 前 者 は ともか く と して、 後 者 は い か が な もの で あ ろ

うか 。 こ の オ デ ュ ッセ ウス の欝 々 た る気 分 は 、 む しろ も っ と 内在 的 な理 由 に よる もの で は あ る まい か 。

Cf.W.W.Merry&J.Riddell,Homer'sOdysse,Vol.1.,Oxford,1886,ad8.477.

21)Cf.o少6鉱,P.172.

22)"EsisteineErschntterungderSeele,diebisandieWurzelndesLebensgreift."Cf.W.Schadewaldt,

DieHeimkehrdesOdysseus,In:TromHomer既1'鰯4既7々,Stuttgart,1965,S.383.

23)Schadewaldtは 、 先 の 論 考 一 一 彼 自身 はrオ デ ュ ッセ イ ア』 の再 話Nacherzahlungと 称 して い る

の 前 書 で、 これ は1946年 当 時 の 復 員 兵 を 読 者 に 想 定 した く青 少 年 文 庫 〉 に オ デ ュ ッセ ウス す な わ

ち 復 員 兵 の原 型 を 落 す わ け に は い か な い とい うP.Suhrkampの 要 望 に応 え て 書 い た もの だ と言 って

い る。Cf.0.CZ,S.375.

24)た と えば ア ル キ ノオ ス王 の 以下 の ご と き述 懐 に そ の 一 端 が み え て い る。 「(ト ロイ ア で の)悲 運 は 神 々

の 設 け られ た も の、 後 の世 に うた い 継 が れ るべ く、 運 命 の糸 を 紡 い で、 人 々 に破 滅 を もた ら され た も

の で あ った 」(04.8.579～80)。 また 『イ リア ス』 冒 頭 は 、 ア キ レウ ス の怒 りが多 くの 勇士 た ち を ハ

デ スへ 送 る こ とに な っ た と歌 い 始 め られ て い るが 、 そ れ は 「ゼ ウス の 神 慮 △CO'Rout」(11.
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5)の た め で あ った と言 い添 え られ て い る。 さ らに また トロイ アの 老 王 プ リア モ ス も言 う、 「わ しの

思 うに は そ なた(ヘ レネ)に 罪 は な い 、 責 め は ア カイ ア勢 と の悲 しい戦 い を 、 わ しの 身 に起 され た 神

々に あ る」(13.164～65)と 。

25)Cf.J.Russo,M.Fernandez-Galiano&A.Heubeck,.4CommentaryonHomer'sOdysse,Vol.皿.,Ox-

ford,1992,ad23.310～43・

26)ペ ミオ ス は 第1歌 で 姿 を 見 せ る 。 そ こで は 英 雄 た ち の 苦 難 に 満 ち た 帰 国 謳 が 歌 わ れ た と し て い る

(326～27行)。

27)た だ こ こ で ペ ミオ ス が苦 難 に 満 ち た 帰 国 謳 を 歌 った わ け は 、 い ま一 つ 考 え られ る。 そ れ は オ デ ュ ッセ

ウ スの 苦 難 に満 ちた 帰 国 とい う この詩 篇 の 内 容 を 先 取 りす る形 で、 作 品 の テ ー マ提 示 の役 割 を 担 わ せ

て い るの で あ る。 そ れ は詩 篇 冒 頭 に 置 か れ るべ くして 置 か れ て い る の で あ る。 それ ゆ え こ こで は 、 そ

れ は トロイ アで の 武 勲 よ りもや は り歌 わ れ るに ふ さわ しい 歌 と言 わ ね ば な らな い で あ ろ う。

28)い や 一 つ 例 外 が あ る。 パ イ エ ケ ス 人 ら と運 動 競 技 に 興 じる 中 で 自 らの 弓術 の腕 前 を誇 る条 りで あ る、

「トロイ エ の 国 に在 っ て 、わ れ ら ア カイ ア勢 が 弓 を 引 く時 、 わ た しに勝 っ た の は ひ と りピ ロ クテ テ ス

の み で あ っ た 」(04.8.219～20)と 。 エ ウ リュ ア ロス か ら受 け た 侮 辱 に心 昂 ぶ っ て いた こ と もあ っ

て 、 技 偏 自慢 が つ い 封 印 の 目を こぼ れ た とい うこ とで あ ろ うか 。

29)周 知 の よ うに 、 本 篇 の結 末 を 第23歌296行 とす る説(ア レ クサ ン ドリア期 の ア リス トパ ネ ス 、 ア リス

タル コ スに 由来 す る)が あ る。 そ れ が重 要 な 問 題 提 起 で あ る こ とは 理 解 で き る が 、 い まは この 問 題 に

は 立 ち 入 らな い 。 わ た した ち は 第24歌548行 を も って 詩 篇 の 結 末 とす る。

30)加 え て エ ウ ペ イ テ ス は 、 オ デ ュ ッセ ウス が トロイ アへ 連 れ て行 った 部 下 の兵 らを皆 死 な せ 、 自分 一 人

だ け が 助 か っ て帰 還 した こ とに も強 い 不 満 を 表 明 して い る(04.24.427～28)。 この 、 将 た る者 の 戦

争 責 任 追 求 の問 題 は 興 味 深 い が 、詩 篇 の 中 で は まず 殆 ん ど問 題 視 され て い な い。 た だ こ こで一 瞬 わ た

した ち に は 『イ リア ス』 第2歌 の テ ル シテ ス の 姿 が 想 起 され よ う。 トロイ アが 、英 雄 時 代 が 次 第 に 背

後 に 遠 の い て い くこ とを 気 づ か せ る一 つ の 兆 し とで もい え よ うか 。

31)Stanfordは 、 英 雄 オ デ ュ ッセ ウス が 他 の英 雄 と比 較 して 食 に対 す る こだ わ りの 強 い 点 を 指 摘 して い

る(た とえ ば14.343～46、 ま たZn9.215～37)。Cf.W.B.Stanford,TheUntypicalHero,In:

HomerlCo〃66'∫o%ofCriticalEssay,ed.byG.Steiner&R.Fagles,Prentice-Hall,Inc.,Englewood

Cliffs,N.J.,1962,p.124ff.こ れ は す で にrイ リア ス』 に お い て オ デ ュ ッセ ウ スが 日常 志 向 の 強 い 存 在

で あ った こ とを 意 味 す るが 、 この傾 向 は 『オ デ ュ ッセ イ ア』 に お い て強 ま り こそす れ 弱 ま る こ とは な

い 。 そ の こ と と相 侯 っ て、 本 篇 で は 英雄 的 相 貌 に 代 る市 民 的 相 貌 が 、 有 力 豪 族 と して の存 在 は そ の ま

ま と して も、 そ の全 体 に現 わ れ つ つ あ る。彼 が示 す 家 族 愛 の強 さは そ の一 端 で あ ろ う。 た だ彼 に は ま

だ まだ 古 い氏 族 社 会 の家 長 英雄 と言 い換 え て も よい 存 在 の残 倖 も うか が え な い こ とは な い 。 次 の

章 句 が そ れ で あ る。 「思 い上 が った 求 婚 者 ど もが 、 散 々 に乱 費 した 家 畜 につ い て は 、 大 方 は わ しが ま

た ど こか らか 掠 奪 して き て 初 勧 σoμαご 埋 め合 せ し よ う」(0拡23.356～57)。 英 雄 社 会 の経 済 的

基 盤 、 少 な くと もそ の 重 要 な 一 部 は 、 掠 奪 に あ った 。

(た ん げ ・か ず ひ ご 外 国 語 学 部 教 授)
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